
●医療の目的 質の高い医療を安全に提供する病院

●病診（病）連携 地域に貢献する病院

●教職員のあり方 人間愛を共有する病院

●職場環境 楽しく明るくチャレンジする病院

●生涯教育 良き医療人を育成する病院

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます
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Executive Message

2021年7月より東邦 
大学医療センター佐倉 
病院　病院長を拝命い 
たしました。当院は、
2021年9月2日で開院 
30周年を迎えますが、 
この大きな節目の年に 
更なる飛躍をするよう
に、努力を惜しまず邁進
してまいります。また、

この場を借りまして、これまで医療連携・患者支援セン
ター長として、関係の皆様には大変お世話になりました
ことを、深謝いたします。
この1年強の間、新型コロナウイルス感染症（以下、
COVID-19）に翻弄されてきましたが、ワクチン接種も
ようやく軌道にのり、東京オリンピック・パラリンピッ
ク開幕も現実のものとなってきました。しかしながら、
未だ予断を許さない状況であると認識しています。
COVID-19は災害の一つと考えており、災害拠点病院で
ある当院は今後も感染症という自然災害に対して手を
緩めることなく敢然と立ち向かってまいります。同時に、
地域医療支援病院として医療崩壊を防ぐために、救急を
含めた一般診療を始めとした高度急性期医療を守るこ

とも当院にとって非常に重要な課題と考え、HCUの新
設、手術室の2室増室を行います。手術をお待たせしてい
た患者さんを減らし、１人でも多くの患者さんを遅滞な
く診療できるように計画しています。これらの効率的な
運用には、地域医療機関との連携が非常に重要と考え
ており、地域の先生方との『顔の見える医療連携』、『対
話する医療連携』をCOVID-19の蔓延の中でも育んでい
こうと考えています。
診療業務に加えて、次世代の医療人を育てることは大
学病院である当院にとって重要な側面であり、東邦大学
の付属病院として医学部、薬学部、看護系学部、理学部
の教育を担っております。地域の先生方にも教育のご協
力をいただいていることに感謝いたしますとともに今後
ともご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。
我々の使命であります地域に貢献する病院となるた
めには、【人】を大切にすることが最も重要と思います。
【人】である当院教職員が一丸となれるように働きやす
い、働きがいのある職場を作り、皆様に安心してかかっ
ていただける病院を目指します。東邦大学の建学の精神
であります『自然・生命・人間』を礎に、大きな飛躍に向
けて3年間精一杯頑張りたいと思っておりますので、今後
ともご支援、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいた
します。

病院長

吉 田 友 英
Tomoe Yoshida

病院長就任にあたって  
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継続して、医療安全管理・防災担
当副院長を拝命しました。ヒューマン
エラー・システムエラーの防止と、医
療の不確実性に伴う様々なトラブルへ
の対策、外来診療や入院生活において
生じるインシデントへの対応を医療安
全管理室の職務として、安全・安心な
診療の維持を図っていく所存です。ま
た、台風、豪雨、地震等に対し、災害
拠点病院として、地域トリアージ訓練
の開催、DMAT派遣、救命・安全合
同研修会の開催を継続し、地域一体と
なった中核病院活動を図ります。どう
ぞご協力お願い致します。

副院長（医療安全担当）

岡
おかずみ しんいち
住 慎 一

この度、管理・業務改善担当副院長を
務めさせていただくことになりました。
これまでも、医療連携・医療安全・病院
機能評価などを担当させて頂き、皆様に
は大変お世話になっております。これま
での経験を活かして、教職員と共に働き
やすい職場作りを推進するとともに、地
域中核病院として、大学病院として、そ
して高度急性期病院としての皆様のご期
待に応えられるような医療が提供できる
環境を整えていきたいと考えておりま
す。引き続きご支援を賜りますようどう
ぞよろしくお願いします。

副院長（管理・業務改善担当）

鈴
す ず き  ひ ろ よ し
木 啓 悦

引き続き看護担当の副院長・看護部長を
務めさせていただくことになりました髙橋
です。佐倉病院ではCOVID-19の収束へ
向けての取り組みと、高度急性期病院とし
ての機能を発展させていく取り組みが同時
に進行しています。今まで以上に地域に貢
献する病院として、チーム医療によって患
者さんにとっての最善を考えます。また、
地域連携による地域完結型医療の実現に貢
献していきます。同時に質の高い医療・看
護の提供のために職員が安全で健康に働き
続けられるための働き方改革に取り組みま
す。その一つとして職種間タスク・シフ
ティングを進めていきたいと考えていま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

副院長（看護担当）

髙
た か は し  は つ え
橋 初 枝

今期は教育関係を主体に担当させて
頂くことになりました。教育は大学病
院の大きな使命の1つです。医師・看
護師・薬剤師・臨床検査技師のほか、
多数の医療関係の学生・研修生の育成
と優秀な人材の確保に努めると共に、
地域の皆様とカンファレンス・セミ
ナーや公開講座などを通して相互理解
を深めて参ります。また、医療機関の
皆様には研修医や学生の教育にも多大
なご協力を頂いておりますが、教育連
携の継続は医療連携の強化に繋がると
考えております。今後もご指導の程、
よろしくお願い申し上げます。

副院長（教育・検査研究担当）

蛭
ひ る た  の ぶ ゆ き
田 啓 之

引き続き救急、新たに広報担当の
院長補佐を務めさせていただく中川で
す。前任期中と同様に、佐倉病院が地
域の救急医療や災害医療に貢献できる
よう、院内の体制を整えるとともに、
他医療施設や医師会、行政との連携を
さらに強化して参ります。昨年度はコ
ロナ禍により病床制限がかかる状態が
続き、一時は千葉県内も医療崩壊に近
い状況に陥るなど、救急医療に関して
課題の多い1年でした。この経験を活
かし、職員一同一致団結して、救急医
療体制の改善に取り組んでいければと
思います。皆様ご協力をよろしくお願
い致します。

院長補佐（救急・広報担当）

中
なかがわ こういち
川 晃 一

感染対策・ がん診療（化学療法、緩
和ケア、がん相談）、呼吸器外科を担当
します。現在、医療従事者等と高齢者へ
の新型コロナワクチンの接種が進み、順
次、企業の職場などで行う職域接種も開
始されています。新たな変異株の出現等
の懸念があり、まだまだ3密（密集、密
接、密閉）の回避、マスクの着用、手
指消毒など、個人の基本的な感染予防策
が極めて重要です。地域社会を守り、医
療崩壊を防ぐために、しっかりと感染対
策、がん診療の責務を果たしていきま
す。引き続き、よろしくお願いいたしま
す。

院長補佐（感染・がん診療担当）

長
な が し ま  ま こ と
島 誠

吉田友英新病院長のもと、引き続き
教育、新たに衛生担当の院長補佐を務
めさせていただくことになりました。
佐倉病院では、病院全体で学生、研修
医を育てるという意識が全職員の間で
共有できています。その結果、診療科
間や職種間の垣根が低いことが学生、
研修医に高く評価されています。今後
も、病院一丸となって地域の方々に信
頼される医師の育成に尽力してまいり
ます。また、公開講座や医療連携セミ
ナーなどを通して、地域の方々への情
報発信も継続してまいります。皆様の
ご協力とご支援をどうぞよろしくお願
いいたします。

院長補佐（教育・衛生担当）

松
まつおか かつよし
岡 克 善



大学病院の薬剤部として、業務、研
究、教育を基本に、安全で質の高い医療
の提供を行うべく活動しております。地
域の基幹病院として、入院患者さんだけ
でなく外来患者さんへも質の高い医療が
提供できるよう、地域の病院薬剤部間
(病病)、病院薬剤部-薬局間(病薬)の薬剤
師連携・協働を推進するための活動も
行っております。これにより、地域の皆
様へ適切な薬物療法の絶え間ない実施を
可能とし、健康的な生活の維持に貢献し
ていければと考えております。ご指導の
程、よろしくお願いいたします。

事務部長に2020年4月に就任して
2年目となりました。佐倉病院は、
1991年9月に『東邦大学医学部附属
佐倉病院』として開院しました。その
後、2006年4月に『東邦大学医療セ
ンター佐倉病院』と改称し、2021年
9月に30周年を迎えます。今まで以上
に、地域に貢献する病院を目指し、地
域医療支援病院として医療連携の強化
を図って参りたいと考えておりますの
で、ご支援の程どうぞ宜しくお願い致
します。

薬剤部長

増
ま す だ  ま さ ゆ き
田 雅 行

事務部長

高
た か い し  け ん じ
石 健 司

前任の吉田友英先生が病院長に就任さ
れ、その後任として医療連携を担当させ
ていただくことになりました。医療連携
を通じ、佐倉病院の持つ病院機能を最大
化することを目指します。一方で、大病
院は機能分化を推進するあまり「患者さ
んの志向」に対する配慮を欠いてしまう
ことがあります。地域の患者さんが住み
慣れた環境で長く健やかな生活を送るた
めの支援ができるように、地域の先生方
や医療介護のスタッフの皆様と会話を重
ねながら連携を深めて参りたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

院長補佐（医療連携担当）

大
お お は し  や す し
橋 靖

7月より新たに院長補佐・倫理担当
として執行部に加わることになりまし
た、皮膚科の樋口哲也です。佐倉病院
の倫理委員会は、これまで委員長とし
て担当されていた武城英明先生が、審
査システムを大幅に刷新・効率化され
ました。研究倫理の指針や規範は医学
の発展や社会情勢の変化により常に刷
新しています。私自身も倫理について
学びながら、佐倉病院での医学研究が
さらに発展し、これまで以上に地域医
療に貢献できるように努力していきた
いと思いますので、ご指導ご鞭撻のほ
ど、どうぞよろしくお願い致します。

院長補佐（倫理担当）

樋
ひ ぐ ち  て つ や
口 哲 也

2021 年 6月 17日（木）に第 18回東邦大
学医療センター佐倉病院　医療連携セミナー
を開催し、院外から 20名のご参加をいただき
ました。会場とWebどちらでもご参加可能な
ハイブリッド形式で開催しました。SESSION1
では「大腸がん治療の取り組み～化学療法と
腹腔鏡手術～」と題し、消化器外科 助教 北原
知晃が講演しました。SESSION2では「減量・
代謝改善手術のABC～肥満、糖尿病は手術で
良くなります～」と題し、消化器外科 准教授 
大城崇司が講演しました。講演会終了後の情

報交換会は残念ながら今回も開催できません
でしたが、今後も医療連携の構築に貢献でき
ればと考えております。
次回以降の医療連携セミナーも会場・Web
のどちらでもご参加いただけるように企画し
ております。皆様との連携のさらなる発展の
ためにより多くの方々にご参加いただき、地
域との「顔の見える医療連携」、「対話する医
療連携」を目指していきます。
今後ともご参加のほどよろしくお願い致し
ます。

医療連携セミナー開催のお知らせ

第19回　東邦大学医療センター佐倉病院  医療連携セミナー
●開催日時： 2021年9月9日（木）19：00～20：15
●開催場所： 東邦大学医療センター佐倉病院　７階講堂
●演　　題： 循環器内科をテーマに企画しております。

医療連携・患者支援センター　竹原 和宏

消化器外科　准教授
大城 崇司

第18回
東邦大学医療センター佐倉病院  医療連携セミナーを開催して

※ お申し込み等の詳細は、同封の
ご案内をご覧ください。
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東邦大学医療センター佐倉病院　臨床病理症例検討会は、COVID-19の感染拡大防止のため、しばらくの間公開中止と致します。
 （問い合わせ先：教育支援室）

昇任紹介

2021年4月1日付けで東邦大学医療セ
ンター佐倉病院 脳神経外科 教授として
勤務することとなりました。当病院には
脳卒中センター（SCU）があり、脳卒中
（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血）の患

者さんの受け入れを円滑に行える環境を整えております。それ
により脳卒中発症後すぐに治療を開始することができ、また早
期離床を目指し、患者さん個々の症状に合わせて早期にリハビ
リテーションを行うことが可能となっております。また急性期
治療が終了後、必要であればリハビリテーションを主体に行え
る病院への転院も迅速に行っております。脳神経外科の診療分
野は、脳卒中以外にも、脳腫瘍、外傷、パーキンソン病を含め

た機能脳神経外科、小児奇形など多岐に及んでいます。当病院
の脳神経外科医局には専門医が4人常勤しておりますので、幅広
い脳神経外科疾患の診療および治療が可能です。特にパーキン
ソン病などに対する脳深部刺激療法（DBS）は、治療可能な医
療施設が少ない中、当院では積極的に行っています。脳神経外
科は緊急に対応しなくてはいけない疾患が多い診療科の一つで
す。救急に関して、前述の脳卒中以外にも外傷などの緊急性の
高い疾患は当直医、または拘束医が24時間体制で対応できるよ
うにしております。少しでも地域医療に貢献できるように、当
院脳神経外科部門を盛り上げて行きたいと思っております。何
卒ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

脳神経外科　教授

根本 匡章　ねもと まさあき

この度、東邦大学医療センター佐倉
病院 整形外科 講師に就任致しました、
赤津頼一と申します。私は2007年よ
り千葉大学医学部附属病院に初期研修
医として勤務し、2009年に千葉大学医

学部附属病院 整形外科に入局致しました。その後、関連病院
で研修し、2011～2015年にかけて千葉大学大学院に所属致

しました。卒業後、米国のThe Scripps Research Instituteに 
留学し、帰国1年で当院助教となり、2020年より現職に就任し
ております。専門は整形外科の中でも主にスポーツや膝関節で
あり、その他足疾患のご相談にも応じております。日々地域医
療の重要性や立ち位置を考え、少しでも貢献出来ますよう心掛
けております。何かございましたら、是非ご紹介頂けましたら
幸いでございます。今後とも何卒宜しくお願い致します。

整形外科　講師

赤津 頼一　あかつ よりかず

2021年4月1日より皮膚科学講座講師
を拝命致しました三津山信治と申しま
す。東邦大学医療センター佐倉病院には
2011年4月に赴任致しまして、早くも
10年が経ちました。2020年4月からは

医局長の任も拝命しており、重責を日々痛感しております。当
院に赴任した当初は東邦大学大学院医学系研究科に在籍し、乾
癬の研究に従事させていただきました。以後、乾癬専門外来を
担当させていただいております。当科は、乾癬やアトピー性皮

膚炎、重症蕁麻疹に対する生物学的製剤による治療を行ってお
り、全身型と局所型のナローバンドUVBによる治療も行ってい
ます。炎症性皮膚疾患以外にも、皮膚腫瘍、皮膚感染症、膠原
病関連疾患、白斑、脱毛症等、幅広い皮膚疾患に対応しており
ます。一例一例丁寧に対応させていただきますので、地域の先
生方におかれましては、診断や治療に難渋する症例がございま
したらぜひ御紹介いただければと存じます。今後も皮膚科診療
の発展のために尽力して参りますので、何卒宜しくお願い申し
上げます。

皮膚科　講師

三津山 信治　みつやま しんじ


